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特
集
に
あ
たって
─
経
済
開
発
、人
間
開
発
、平
和
構
築
、そ
し
て
…

武
内
進
一

　

二
〇
〇
八
年
五
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
「
第

四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
」（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）

を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
開
発
へ
の

関
心
が
日
本
で
も
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
。
本
特

集
で
は
、
ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
わ
る
主
要
な
論
点

を
取
り
上
げ
、
そ
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し

た
い
。
な
お
、
本
特
集
で
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
諸
国
に
焦
点
を
絞
り
、
ア
フ
リ
カ
と
い
う
言

葉
で
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
を
指
す
。

●
ア
フ
リ
カ
開
発
問
題
の
広
が
り

　

ア
フ
リ
カ
と
い
え
ば
、
貧
困
や
紛
争
な
ど
悲
惨

な
状
況
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
数
年
の
ア
フ
リ
カ
経
済
は
資
源
価
格

の
高
騰
を
背
景
に
高
成
長
を
続
け
て
お
り
、
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

石
油
に
よ
っ
て
巨
富
を
得
た
富
裕
層
や
、
起
業
に

成
功
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
も
現
れ
つ
つ
あ
る
。
ア

フ
リ
カ
で
の
投
資
機
会
を
う
か
が
う
多
国
籍
企
業

も
増
え
て
き
た
。

　

と
は
い
え
、
ア
フ
リ
カ
が
直
面
す
る
諸
課
題
が

順
調
に
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

絶
対
的
貧
困
の
解
消
、
貧
富
の
格
差
是
正
、
資
源

セ
ク
タ
ー
に
代
わ
っ
て
経
済
成
長
を
牽
引
し
う
る

産
業
の
育
成
、
農
業
・
農
村
部
門
の
開
発
、
環
境

保
全
、
教
育
の
普
及
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど
感

染
症
対
策
、
さ
ら
に
紛
争
の
解
決
や
復
興
な
ど
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
依
然
山
積
し
て
い
る
。

　

近
年
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
い
ず
れ
も
開
発
に
関

わ
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
際
的
な
取

り
組
み
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
内
外
の

状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
そ
の
開
発
問
題

は
経
済
、
社
会
、
政
治
の
諸
側
面
に
関
連
す
る
多

様
な
課
題
を
包
摂
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ⅳ
を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
す
る
国
際

会
議
に
お
い
て
も
、
狭
義
の
経
済
成
長
や
貧
困
削

減
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
医
療
、
気
候
変
動
と
環

境
問
題
、
紛
争
と
平
和
構
築
と
い
っ
た
幅
広
い

テ
ー
マ
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
開
発
の
問
題
領
域
が
拡
大
し
、
議
論

が
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
現
状

を
正
確
に
理
解
し
、
開
発
に
関
連
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
実
践
の
成
果
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
本
特
集
に
寄

せ
ら
れ
た
論
考
は
い
ず
れ
も
、
開
発
の
処
方
箋
を

直
接
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
考
え

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
基
礎
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
。

●
開
発
思
想
の
変
化

　

ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
わ
る
問
題
領
域
が
顕
著
に

拡
大
し
た
理
由
は
、
開
発
思
想
の
変
化
と
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
現
実
の
展
開
と
い
う
二
つ
の
側
面
か

ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
昔
前
、「
開
発
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
は
、

事
実
上
「
経
済
開
発
」
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
八
〇
年
代
の
開
発
政
策
の
支
柱
で
あ
っ
た
構

造
調
整
政
策
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
回

復
さ
せ
、
市
場
原
理
を
通
じ
て
経
済
成
長
を
目
指

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
教
育
や
医
療
な
ど
社
会

セ
ク
タ
ー
へ
の
配
慮
が
乏
し
く
、
都
市
住
民
を
貧

困
化
さ
せ
て
政
治
不
安
を
招
い
て
し
ま
う
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
の
反
省
に
立
っ

て
貧
困
削
減
が
主
要
な
政
策
目
標
と
な
り
、
教
育

や
保
健
・
衛
生
に
支
援
の
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
採
択
さ
れ
た
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
で
は
八
つ
の
具
体
的
な
目
標

が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
五
つ
は
教
育
、
保

健
・
衛
生
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
っ
て
い
る
。
経

済
成
長
が
依
然
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
人
間
開
発
の
側
面
へ
の
配
慮
は

今
や
不
可
欠
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
開
発
の
現
在
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一
方
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
開
発
援
助
に
関

わ
る
人
び
と
の
間
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
平
和
構
築
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
冷
戦
終
結
に
伴
っ
て
、

国
際
社
会
が
紛
争
解
決
や
平
和
構
築
に
関
与
す
る

機
会
が
増
え
、
関
与
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
が

活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
、
外
交
・

防
衛
・
開
発
（
い
わ
ゆ
る
３
Ｄ
）
の
相
互
交
流
が

説
か
れ
、
ま
た
緊
急
人
道
支
援
、
平
和
構
築
支
援
、

開
発
支
援
を
連
続
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
す
る
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
昔
前
な
ら
、
内
政

に
関
わ
る
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
だ
と
し
て
議
論
の
埒

外
に
置
か
れ
て
き
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
よ
う
な
課
題

が
、
今
日
で
は
開
発
問
題
の
な
か
で
中
心
的
な
位

置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

●
ア
フ
リ
カ
と
い
う
現
実

　

こ
う
し
た
開
発
思
想
の
変
化
は
、
先
進
国
側
の

都
合
で
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
開
発
の
現
場

か
ら
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
間
、
世
界
的

に
見
た
開
発
問
題
の
焦
点
は
、
ア
フ
リ
カ
だ
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
約

二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
国
で
一
人
あ
た
り

実
質
所
得
が
縮
小
す
る
経
済
危
機
が
続
い
た
。
こ

の
長
期
的
な
経
済
危
機
の
要
因
は
何
か
、
い
か
に

そ
れ
を
克
服
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
ア
フ
リ
カ

に
関
わ
る
研
究
者
や
実
務
家
の
間
で
長
く
議
論
の

焦
点
で
あ
り
続
け
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
構
造
調
整
政
策
は
、
ア
フ
リ

カ
の
公
共
部
門
の
非
効
率
性
を
問
題
視
し
た
。
し

か
し
、
市
場
原
理
の
導
入
だ
け
で
は
経
済
危
機
の

解
決
策
に
な
ら
ず
、
逆
に
混
乱
を
深
め
て
し
ま
う
。

一
九
九
〇
年
代
に
社
会
開
発
重
視
へ
と
政
策
転
換

が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
医
療
や
教
育
部
門
が
荒

廃
し
た
ア
フ
リ
カ
の
現
実
が
あ
る
。
貧
困
削
減
に

力
点
を
置
く
政
策
が
経
済
成
長
に
ど
の
程
度
有
効

な
の
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
確
た

る
答
え
が
出
な
い
う
ち
に
、
ア
フ
リ
カ
は
資
源
価

格
高
騰
に
よ
る
高
成
長
の
時
代
へ
と
突
入
し
た
。

　

一
方
、
一
九
九
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
は
、
世
界

で
最
も
武
力
紛
争
が
多
発
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

冷
戦
終
結
に
よ
っ
て
国
際
社
会
が
紛
争
解
決
に
積

極
的
に
な
っ
た
こ
の
時
期
、
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸

国
で
国
際
社
会
が
平
和
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
に
関
与
し
た
。
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
介

入
が
失
敗
し
た
例
も
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
や
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
の
よ
う
に
何
と
か
紛
争
再
発
を
防
い
で
い

る
例
も
あ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
発
生
件
数
は

減
少
し
て
お
り
、
平
和
構
築
の
諸
実
践
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
る
。

　

緊
急
人
道
援
助
か
ら
開
発
援
助
ま
で
一
貫
し
た

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、「
よ
い
統
治
」

（
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
が
経
済
発
展
の
見
地

か
ら
も
紛
争
予
防
の
見
地
か
ら
も
重
要
な
こ
と
、

援
助
効
率
は
悪
く
と
も
脆
弱
国
家
へ
の
支
援
が
必

要
な
こ
と
、
と
い
っ
た
援
助
に
関
わ
る
近
年
の
議

論
は
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
開
発
の
現
場
か

ら
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

●
特
集
の
構
成

　

本
特
集
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
最
初

の
四
つ
の
論
考
（
平
野
、
望
月
、
福
西
、
吉
田
）

は
経
済
開
発
や
資
源
問
題
に
、
次
の
三
つ
の
論
考

（
高
根
、
原
島
、
児
玉
）
は
農
業
・
農
村
開
発
に
、

最
後
の
四
つ
の
論
考
（
武
内
、
津
田
、
佐
藤
、
武

内
）
は
紛
争
と
平
和
構
築
に
関
わ
る
。
い
ず
れ
も
、

ア
フ
リ
カ
開
発
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
、
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
実
践
に
向
け
た
基
礎
情
報
を

提
供
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
日
ア
フ
リ
カ
開
発
は
、
国
際
社
会
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
資
源
獲

得
競
争
な
ど
狭
義
の
国
益
の
観
点
か
ら
も
、
ア
フ

リ
カ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
に
お
い
て
こ
そ
、
ア
フ
リ
カ
の
現
状
を
正
確
に

捉
え
、
と
る
べ
き
戦
略
を
冷
静
に
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
本
特
集
は
、
そ
の
た
め
の
有
益

な
糧
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
特
集
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
の
前
後
に
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
が
実
施
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
フ
リ
カ

連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
講
義
内
容
に
基
づ
い
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
教
育
、
医
療
、
環
境
と
い
っ
た

問
題
は
扱
え
ず
、
ア
フ
リ
カ
開
発
の
論
点
全
て
を

カ
バ
ー
す
る
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と

も
、
ア
フ
リ
カ
開
発
の
論
点
は
近
年
広
が
り
続
け

て
お
り
、
そ
れ
を
網
羅
的
に
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

至
難
の
業
で
あ
る
。
特
集
に
組
ま
れ
た
一
一
の
論

考
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
開
発
と
い
う
問
題
領
域
の
広

大
さ
、
そ
し
て
そ
の
多
様
な
課
題
と
可
能
性
を
読

み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
た
け
う
ち　

し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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